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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,80 45,86 +0,06 45,50 +0,36

USD / BRL Spot BRL 2,2469 2,2620 +0,0151 2,2262 +0,0358

USD / JPY Spot JPY 102,92 103,76 +0,84 101,34 +2,42

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 58.449 58.878 +429 57.013 +1.865

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 140,3 140,7 +0,4 145,3 -4,6

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,58 11,69 +0,11 11,77 -0,08

DI Future Oct15（金利先物） % 11,13 11,13 +0,00 10,85 +0,28

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,232 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 287,0 288,3 +1,3 297,4 -9,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は米国の早期利上げ観測からドル高レアル安となる展開でした。
朝方は連日レアル高となっている地合いのなかＦＯＭＣ議事録の発表を控えたポジション調整から前日比
レアル安の２．２５台前半で取引されました。その後しばらく小動きとなりましたが、発表された議事録で予想
より早期の利上げの可能性に言及されていたためドル買い優勢となり、２．２６台前半へドル高レアル安と
なりました。一旦２．２５台後半へ戻す局面もありましたが、ドル買い地合いはその後も続き結局２．２６台
前半で引けています。

ＦＯＭＣ議事録では早期利上げの可能性に言及があったためレアルは対ドルで売られました。最近の相場
は大統領選への思惑からレアル高が進んでいたため反動が出やすかった面もありますが、改めて米利上げ
による新興国からの資金流出リスクへの懸念が意識されたようです。但し、利上げの開始時期については
景気、労働市場、物価などの更なる情報が必要でありその動向次第であることにも言及があるため、目先の
市場が過度にレアル安リスクを織り込みにいってしまう可能性も低いでしょう。米利上げの可能性に留意
しながらも大統領選の動向に振らされる神経質な展開となりそうです。
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